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E アーカイブズを次世代に残す

講師 :金山正子(元興寺文化財研究所)

山田卓司( ク ) 

司会 :白井哲哉(さいたま文学館)

記録 :野村晃子(愛知県史編さん室)

報告 1:状態調査と保存プログラム

金山正子

1資料保存をマネジメントする

アーカイブズを次世代に残すには、置いて

おくだけではだめなのだ!ということは周知

の事実になってきた。しかし、コンサバター

(保存担当者)が配置されていない機関では、

誰かが保存プログラムを作成し、保存対策を

実施していかなければならない。組織として

の意思形成をしつつ、それぞれの業務の関連

性を全体の業務の中で位置づけることが必要

である。そして、できることから実行に移す、

ということも大事である。たとえば、資料の

保護措置や修復などの計画を立てるには?→

どのような措置が資料にとって必要なの

か?→資料が現在どのような状態にあるの

か?→状態調査の実施→結果を有効に活用す

る→長期計画、短期計画、予算措置→保護措

置、修復の実施、というプログラムが組み立

てられる。

また、保存環境を改善するには?→現在の

保管環境にどのような問題があるのか?→環

境調査の実施→結果を有効に活用する→長期

計画、短期計画、予算措置→環境改善の実現

という流れになる。全体の業務を見据えたう

えで今なにを実施するのかを常に意識してい

く必要があろう。

2資料の状態調査を計画する

調査の目的によって調査の対象、内容、結

果データの活用まで想定したうえで調査の計
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資料の状態調査の流れ

匝豆調査対象の資料をサンプリングする
種類・年代ごとや棚渇所なと一定の抽出方lnをきめて、
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匝豆 摘出ほ酬1点ずつの劣化損傷状態を鵠する

鑑霊週査
資料名、種類、形態、寸法、資料の材質、劣過度など
の項目について判定し、調査票に記入する図全体と劣
化部分を写真爆影する固

註遡週這
シリ ズの特色を示すもの、劣化損傷のみられるもの
は、劣化度変色度判定やpH値測定などをおこなう。

匪E 必要な保容処置を判定する
劣化j員傷部分に苅して今後どのような保護活置や修復
が必要かを選定する。

調査票日記入もれ ミス田チエッヲ

調査去のデーヲ入力
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匠亙謂鶴栗を分析する
調査結果を分析し、各シリ ズごとの特徴を把握する。
さらに、調査対象の何%が傷んでいるか (量的把握)、
どのような損傷が多い力、(状態把握〕などを俊討レて、
全資料の傾向をJ量定する。

匡亘報告書を作成する
分析結果をまとめ、今後の保容苅策の方向性を後討す
る固

画をたてる。たとえば、 全体の傾向を把握し

て長期計画を立案するためならサンプリング

調査、特定のコレクションの具体的な修復コ

ス トの算出のためならば悉皆調査な ど、 具体

的に計画を立てる(詳細は上図を参照)。

だ紙は、触れると粉状にポロポロと崩れてし

まう 。

資料の劣化損傷状態をより客観的に把握

し、他と比較するには、共通の判定基準が必

要となる。とくに、洋紙の劣化の場合は、具

体的な基準として 「紙の劣化度の判定基準」

と IpH値測定」が有効である。

記録資料の状態を判定するには、用紙その

ものの劣化だけでな く情報が記録されている

記録素材の劣化にも注意が必要である。とく

に劣化が懸念されるのがインクと複写資料で

機械パルプ 化学パルプ

原 木材 をすり つぶ し原 木 材 を薬品処理し て

料とし た もの。主に 不純物を除去 して原
料 針葉樹が使われる 料としたも の

変 リグニンを含み、光 リグニ ンをほとん ど

にあたる と紙が茶変 含まず、紙が茶変色
色 色しやすく なる しにくい

機械パルプだけ を 原 化 学パル プだけ を 原

料とする紙が下級紙。 料とする紙が上質紙。

紙
繊維長が短 く、か さ 繊維長が長く 、 強度

高 い紙ができ、紙力 があり 、 印刷適性が

の が弱い。新聞用紙、 良い。 印刷用 紙、 筆

ザラ紙など。イン ク 記用紙、包装紙な ど、
特 の吸収 がよいので謄 用途が広い

徴
写版に多用されてい

る。甚だ しい酸性劣

化 を呈し ているもの

も多い

3状態調査の実施ー素材と劣化症状を確認

する一

状態調査で劣化度を判定する には、素材を

確認することと、客観的な基準に基づいて劣

化度を判定することが必要になる。近現代の

記録資料の場合、たとえばー簿冊の中には

様々な用紙が混在し、かつまたそれぞれの用

紙には墨、イ ンク、印刷など多種の記録素材

によって情報が記されている。また、さまざ

まな複写資料も混在している。それぞれが異

なった劣化を呈しているので、それぞれの素

材がどのように劣化してくるのかを知ってお

く必要がある。

洋紙は、その製造過程において印刷イ ンク

のにじみ止めにロジンサイズを用いていた

が、そのサイズ剤の定着に添加された硫酸バ

ンドが作用 し、紙の酸性劣化(紙の茶変色、

硬化、 亀裂など)を促進させる。劣化の進ん
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こんにゃく版
青図(ブjレーフ勺ント) 青焼き

湿式コピー
(シアノタイプ) (ジアゾ式コピー)

上質紙 (感光性鉄化 上質紙(感光性ジア
主に使用される用紙 上質紙が多い 合物を上質紙に塗布 ゾ化合物を上質紙に 上質紙(酸化亜鉛紙)

した用紙) 塗布した用紙)

原紙に書いたメチル
原紙と重ねて感光 原紙と重ねて感光 原紙と重ねて感光

印字方法 バイオレットを物理

的に転写
(湿式) (湿式) (湿式)

紫色の印字。初期は
濃青地に白抜き(ネ 白地に紫-青色の印

外見の特徴
筆文字の ものが多い

ガタイプ)の印字が 字が多い。茶 -赤 白地に黒色の印字
多い。ポジタイプも有 黒など他の色もある

紫外線による槌色 槌色しやすい
通常保管な ら比較的

槌色しやすい 槌色しやすい
槌色しにくい

画像が薄れる。折り
文字部分が槌色。全

よくみ られる劣化の 文字が槌色して判読 画像が薄れる。薬品 体に茶変色 している
特徴 できない

自のピンク色変色し
の褐変色がみられる ものや、銀鏡化した

ているものあり
ものもみられる

ある。

没食子インク (Irongall ink)とは、タンニン

を多く含むブナ科植物の若芽にできるこぶで

ある没食子と鉄硫酸塩、ゴム、水などを配合

し、タンニン酸第一鉄が徐々に酸化してタン

ニン酸第二鉄になり黒色化する化学反応を利

用して作られるインクである。鉄分の酸化が

進行すると、インクの茶変色、裏面への移り、

結晶化、亀裂、欠落などのインクコロージオ

ン(インクの腐食、インク焼け)が顕著になる。

複写資料は明治後期からこんにゃく版が使

われているが、大正 ・昭和期になると青図、

ジアゾコピー(青焼き)、湿式コピーなど様々

な複写技術が開発された。これらは紫外線に

より変槌色しやすいものが多い。

これらの他にも、銅を含む顔料(緑青など)

の酸化による茶変色や腐食、銀を含む水銀朱

の黒ずみ、などが要注意である。また、素材

にかかわらず高温高湿の環境での保管はカビ

や虫害を誘発しやすい。これらの劣化を抑制

するには、温湿度の管理と紫外線の遮断が基

本となる。

4今後必要な保存処置を選定する

状態調査時に、それぞれの資料の劣化損傷

にたいして今後必要と思われる保存処置を判

定しておく 。また、劣化の度合いとともに劣

化の進行性も考慮して緊急度を判定する。緊

急度の高い劣化としては、進行性のカピ、錆、

酸性劣化、インク劣化などがあげられる。

保存修復は、原形尊重/安全性/可逆性/

修復記録の 4原則を順守して選定されるべき

である。伝統的な修復技術は万能と思われが

ちであるが、大量に残る近現代資料の保存に

対応するには、リーフキャステイングやペー

ノTースプリットなどの強化技術や、予防的措

置としての脱酸処理やインクの抗酸化処理な

どが必要となる。修復メニューの選定には、

そうした修復技術に関する情報収集も不可欠

である。

5保存をマネジメントできる体制をつくる

状態調査の結果を有効に活用すること、つ

まりは保存措置の実施と環境改善が一つの到

達目標である。しかし、長期的展望にたった

保存業務の組み立てが、現在の行政組織の中

では遂行しにくいのも現実である。内部での

保存部門の設置が実現できない場合、修復や

保護措置を外注する場合の留意点として、委

託業務の細かい仕様を事前に十分に検討する

ことが必須である。材料の指定、技術の確認、

修復記録の内容などにいたるまで、修復技術

者に直接伝えることが必要である。昨今よく

みられる簡単な修復仕様による入札は、いわ

ば心無い業者による資料の破壊を招きかねな

い危険な傾向である。史料保存機関や担当者

は、資料を外部に託するときは慎重に、その

将来的な影響にいたるまで留意して設計 ・管
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理する責任があることを忘れてはならない。

予算を有効に獲得し効果的に使う つまりは

マネジメントできる能力が今求められている。




